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夏号 夏号 

ＨＭネット運用開始について 

ＪR広島病院だより 

■2021 年 7 月 第 14 号 

 

 当院では、ひろしま医療情報ネットワーク（ＨＭネット）の診療情報の開示を開始しました。 

 

 

 

 

 

 

 

ＨＨＭＭカカーードド  

・ＨＭネットに参加した医療機関で受けた診療情報やお薬の情報を先生たちが共有することで患者さんの今後の

診療に役立てる事ができるカードです。 

 ・カードの発行は、患者さんがかかりつけ医療機関または当院に申請することで、当院が発行します。（かかりつ

け医療機関で申請した場合、カードを郵送します。）また、ＨＭネット参加薬局やＨＭネットホームページでも

発行可能です。 

・他の病院等でＨＭカードを発行した患者さんが新たに当院を受診する場合、当院の情報が開示できるよう登録

を行います。 

■当当院院のの開開示示情情報報                                                        （（図柄は選べます）  

基本情報 患者基本情報 オーダ情報 処方オーダ 

アレルギー 注射オーダ 

病名情報 検体検査オーダ 

検査結果 検体検査結果 放射線検査オーダ 

放射線画像 内視鏡オーダ 

カルテ情報 退院サマリ 生理検査オーダ 

入院オーダ 

  

メメリリッットト  

・診療の情報を他の医療機関や薬局にみてもらうことができます 

・薬局で調剤されたお薬の情報を他の医療機関や薬局にみてもらうことができます 

・病医院や薬局であなたの診療情報を共有することで安心、安全、均質な医療を受けられるようになります 

・スマートフォンやパソコンでお薬の情報の確認や健康管理ができます 

・救急・災害時に必要な情報を命の宝箱に登録しておくと、迅速で適切な処置が受けられます 

詳しい情報は、ＨＭネットホームページをご参照下さい。 http://www.hm-net.or.jp 

               

 

ＨＭネットとは... 
広島県、広島県医師会が構築し運営する、ひろしま医療情報ネットワーク(Hiroshima Medical Network)の愛称

です。ＨＭネットは、患者さんの医療情報を地域の医療機関や薬局、介護施設などで共有し、適切で切れ目のな

い医療や介護を提供するための地域医療連携ネットワークです。当院での診療情報をかかりつけ医等が閲覧でき、

患者さんの身体的・精神的・経済的負担を減らして、安心して医療を受けられるようになります。 

http://www.hm-net.or.jp/


                         ホームページに当院年報を掲出しています。

2021 年 6 月現在、医師 1 名、理学療法士 10 名、作業療法士 3名、

言語療法士 2名、事務員 1名のスタッフで構成されています。 

ここでは障害を持つ人がその人らしく暮らす方法を考えます。 

病気にかかるといろいろな障害が出てきます。その障害を克服

し、できれば元の状態に近づけて自宅に帰るよう努力しますが、中

には障害が完全に治らない人もいます。そういう人たちもその人ら

しく暮らせるよう工夫するのがリハビリです。例えば、歩くのが難

しくなっても車いすや歩行器を利用しながら行きたい場所に行っ

て友人と話をする、レクリエーションを楽しむ、仕事をするという

ことが一つの目標です。 

当院は整形外科の患者が多いので、整形外科が中心ですが、循環

器内科や呼吸器内科の患者についても内科の先生にご協力をいた

だきながらリハビリを進めています。また、脳卒中後の上下肢の痙

縮に対するボトックス治療や、嚥下障害のある人への嚥下リハビリ

も行っております。 

リハビリテーション科 主任部長 中村 精吾 なかむら せいご 

 

「その人らしく」暮らせるようにサポートします 

 

リハビリテーション科 

脊椎・脊髄および四肢・関節の治療を行っています 

診療科のご紹介 

当科では 2021 年 4 月現在、常勤医６名で診療を行っております。

脊椎・脊髄外科、関節外科の治療に力を入れており、四肢の骨折・

外傷なども含め幅広い診療を行っています。昨年度の手術症例数は

脊椎疾患 329 例、上肢 64 例、下肢 202 例でした。前年度に比較し

て 100 例近く増加しており、特に脊椎・脊髄疾患の手術例が増えて

います。我々は、患者さんの痛みや負担が少なく、早期社会復帰が

可能となる低侵襲手術を目指し、脊椎顕微鏡手術を中心に手術を行

っております。また術中脊髄モニタリングなどの電気生理学的手法

も取り入れ、的確な診断のもと、安全かつ正確な手術を行ってきま

した。これらの成果を国内外の学会や論文にて報告してきました。

近年の高齢患者の増加やニーズの変化に合わせて、より低侵襲に固

定術や制動術を達成することで脊椎の安定化を図る MISt 手術

（Minimally Invasive spine Stabilization：最小侵襲脊椎安定術）

も積極的に導入しています。スポーツ障害や変形性膝関節症、変形

性股関節症などの疾患に対しても、薬物療法、運動療法、装具療法

などを十分に行った上で、関節鏡手術や人工関節置換術などの手術

を行っています。これからも地域医療に貢献するとともに、地域の

方々に信頼される治療を目指します。 

整形外科 

整形外科 主任部長 田中 信弘 たなか のぶひろ 

2. 



3. 

やまもと内科クリニック（内科・消化器内科） 
院長：山本 隆一    電話：082-502-8107 
住所：〒732-0066 広島市東区牛田本町 6-1-27 うしたみらいビル 5F 

山本隆一先生 

（やまもと内科クリニック院長） 

Tel:082-262-1171 Fax:082-262-1499 〒732-0057 広島市東区二葉の里３丁目 1-36 

クリニックの特徴と JR 広島病院との連携 

当院は 2018 年 4月に開業して現在 3年経過したところです。何科にかかったらよいのか分か

らないような症状でも一度はお受けして適正な科の先生に紹介をしたりといった総合内科的な側

面と、胃カメラ大腸カメラなど消化器疾患の診断治療という側面を二大柱として診療を行っており

ます。半数以上の方が一度に検査を済ませられ、また検査までの待機時間が少ないところもご評

価を頂いております。JR 広島病院の先生方には、虫垂炎や各種がん治療など急性期の疾患を

中心にご支援をいただいています。 

診療で大切にしていること 

来てよかったと思ってもらえるような、また自分が病気になったときにかかりた

いと思えるような接遇・診断を心がけております。手前味噌ですが受付の接遇・

看護師の点滴採血の上手さは大いに誇れるレベルだと自負しています。 

JR 広島病院に期待すること 
開業医にとって困ったときに相談・紹介できる病院が近くにあることは頼りにな

るものです。これまで以上に連携を強めて相談に乗っていただければありがたい

です。 

写真 

写真 

（医院外観） 

当院では職員による業務改善の取り組み「院内改善プロジェクト」を実施しています。昨年度の成果報告会で

発表された取り組みの一部をご紹介します。 

最優秀 「放射線検査における被ばく線量の最適化および職員への理解度向上」（放射線科） 

医療法施行規則の改正により、診療放射線に係る安全管理が義務化された。それに伴い、各モダリティ（CT・RI・血管造影）

の撮影方法（プロトコル）を見直し、診断参考レベル（DRLｓ2020）改訂前後の線量比較を行い、被ばく線量の最適化を行った。 

〔放射線科コメント〕 この度、各モダリティにおける被ばく線量の最適化（見直し）に加え、患者さんの問合せに対して適切に対

応できるよう、職員全体の知識向上に取り組み、より安全な放射線検査を提供できるようになりました。これからも患者さん

に安心して放射線検査を受けて頂けるよう、継続して取り組みます。 

優秀 「臨床工学技士による ME機器の安全管理」（臨床工学室） 

ME 機器の精度の高い点検を目指し、輸液・シリンジポンプ、除細動器、AED 等のマニュアル作成、輸液・シリンジポン

プ等の点検手技の習得を行った。点検費用は業者委託と比較して大幅に低減された。 

優秀 「マニュアル作成見直しチーム」（人工透析センター） 

看護師と ME との協働でマニュアルを作成した。透析回路の組み立て、プライミング、開始・終了手順、個人機につき

手順毎の写真を入れて作成し、指導方法、業務手順の統一、新人スタッフの不安軽減、多職種のコミュニケーションに

繋がった。 

優秀 「血糖測定・インスリン自己注射の指導について」（４西病棟） 

手技の習得・継続を支援するツールとして、血糖測定・インスリン自己注射の指導用パンフレットを作成した。実際に患

者の指導に使用し評価を頂き、継続した指導ができスタッフの労力が軽減した。 

 

 

連携医療機関のご紹介 

やまもと内科クリニック （広島市東区） 

 
今回は連携医療機関の「やまもと内科クリニック」です。お話は院長の山本隆一先生に伺いました。 

院内改善プロジェクトについて 



 

4. 

〒732-0057 広島市東区二葉の里３丁目 1-36 082-262-1171 082-262-1499 


